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明
治
初
期
肥
前
多
久
に
お
け
る
炭
礦
経
営
の

一
考
察

⇔

秀

村

選

三

三

さ
き
に
史
料
を
引
用
し
た
よ
う
に
明
治

四
年
七
月
副
島
五
郎
助
に
よ

っ
て
小
侍

村
之
内
高
木
川
内
村
黒
杭
山

の
石
炭
採
掘

の
願
が
出
さ
れ

ー
、そ
の
後
同
年
九
月
廿

九
日
に
は
黒
杭
の
方
を
風
抜
と
し
て
麻
畠

の
方
へ
砿
口
を
開
け
る
こ
と
を
願

い
出
た
。

こ
れ
が
麻
鼠
山
の
石
炭
坑
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
後
に
掲
げ
る
借
区
坑
業
明
細

表
で
は
、
麻
畠
山
石
炭
坑
四
千
坪
の
開
業
年
月
は

「
明
治
四
年
未
八
月
」
と
あ

っ

て
、
右
の
九
月
廿
九
日
出
願
の
時
点
よ
り
少
し
早
い
が
、
お
お
よ
そ
此
の
頃
の
開

業
と
理
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
鑛
山
沿
革
調
」
に
は

小
城
郡
小
侍
村
字
麻
畠

肥
前
国
佐
賀
郡
新
田
村

石
炭
礦

借
区
四
千
坪

借
区
人

中

溝

治
平
太

外
壱
名

沿
革明
治
七
年
開
業
、
同
十
三
年
五
月
副
島

五
郎
助
ヨ
リ
譲
受
、
当
明
治
十
四
年
迄

八
ケ
年
引
続
営
業

a

(
以
下
略
)

と
あ
り
、副
島
家
は
明
治
四
年
よ
り
十
三
年
五
月
ま
で
借
区
権
を
も
ち
、
他
の
史
料

に
よ
れ
ば
採
掘
、
経
営
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
右
の

「
沿
革
調
」
で

明
治
七
年
開
業
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
明
治
六
年
七
月
廿
日

「
日
本
坑
法
」
が

布
告
せ
ら
れ

(九
月

一
日
施
行
)
紛
、
九
月
廿

二
日
に
は

人
民
ノ
鑛
業

ハ
曽

テ
民
部

・
大
蔵

・
工
部
三
省
ノ
允
許
ヲ
経

シ
モ
ノ
モ
亦
日
本

坑
法

二
照
準

シ
、
本
年
十
二
月
ヲ
期
シ
テ
借
区
開
坑
ヲ
申
請

ス
ヘ
ク
、
期
ヲ
過

ク
レ
ハ
廃
坑
ト
看
倣
ス
ヘ
キ
ヲ
府
県

二
令
ス

4

と
あ
り
、
さ
ら
に

再
ヒ
延
期
シ
テ
十
二
月
廿
五
日
ト
為

シ
、
十
二
月
更

こ
来
年
七
月
三
十

一
日
二

延
期
ス
5

と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
出
願
申
請
さ
れ
、
七
年
に
改
め
て
開
業
さ
れ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
月
日
を
欠
い
で
い
て
案
文
と
思
わ
れ
る
が
、
す
で
に
明
治
六
年
に
次

の
如
き
借
区
開
坑
願
が
出
さ
れ
て
い
る
。

借
区
開
坑
願

私
儀

明
治
四
年
未
八
月
旧
佐
賀
藩
之
免
許
を
請
、
肥
前
国
小
城
郡
之
内
字
小
侍
村

黒
杭
山
続
麻
畑
山
石
炭
坑
開
業
仕
居
砕
処
、
今
般
坑
法
御
改
正
御
布
達

二
付

ハ
、
先
以
差
控
、
更

二
御
許
可
を
請
行
業
可
仕
筈

二
"
得
共
、
夫
迄
堀
夫
等
数

人
空
敷
罷
在

悼
而
ハ
失
費
不
少
、
難
渋
仕

瞥
二
付
、
引
続
相
稼
度
い
間
、
此
旨

御
聞
被
置
、別
紙
図
面
之
場
所
借
区
開
坑
続
業
被
差
許
度
、此
段
奉
願
鉢
、
以
上

明
治
六
年

佐
賀
県
貫
籍
肥
前
国
小
城
郡
多
久
町
村
士

副

島

五
郎
助
　

佐
賀
県
権
令

岩

村

通

俊

殿

副
戸
長

一

永

田

十
郎
介

小

代

靖

一一



な
お
、
こ
れ
に
付
せ
ら
れ
た

「
別
紙
図
面
」
も
左
に
掲
出
し
て
お
こ
・ユ
。

こ
の
開
坑
願
η
が
免
許
さ
れ
た
の
は
明
治

七
年
十

一
月
と
思
わ
れ
る
。
後
掲

の
借

区
坑
業
明
細
表
で
分
る
よ
う
に
、
明
治
四
年
未
八
月
と
す
る
も
の

(
日
本
坑
法
以

前
の
出
願
)

一
通
以
外
は
、
明
治
七
年
十

一
月
と
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
明
治
七
年
十

一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
麻
畠
山
の
状
況
は
次
の
通
り
で

あ

っ
た
。炭
坑
試
掘
坑
業
明
細
書

佐
賀
県
管
下
肥
前
国
小
城
郡
高
木
川
内
村

一
字
麻
畠
山

佐
賀
県
管
下
肥
前
国
小
城
郡
多
久
町
村
士
族

副

島

五
郎
介

一

坑
業
日
数

四
十
五
日

一

工

数

三
百
七
拾
九
工

一

出

炭

高

三
拾
九
万
三
千
斤

明
治
七
年
戌
十

一
月
ヨ
リ
十
二
月
迄
紛

稼
業
日
数
は
二
ケ
月
に
四
十
五
日
で
、
稼
業

一
日
平
均
労
働
者
数
は
約
八

・
五

人
、
出
炭
高
約
八
、
七
三
〇
斤
に
す
ぎ
な
い
。
「
鉱
山
沿
革
調
」
で
は
明
治
十
四
・五

年

の
時
点
で

「
明
治
七
年
発
見
ノ
際

ハ
、
出
炭

ノ
額
凡

一
ケ
月
廿
五
万
斤
掘
採
シ
、

即
今

二
至
ル
マ
テ
増
減
ナ
シ
窃
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
変
動
は
な
か

っ
た

よ
う
で
あ
る
。

も

っ
と
も
明
治
八
年
に
は
当
地
方
で
坑
主
と
し
て
著
名
な
吉
岡
久
泰

・
堤
謙
吉

が
麻
畑
の
借
区
に
重
ね
て
借
区
開
坑
願
を
出
し
て
競
合
関
係
に
立
ち
、
副
嶋
家
で

は
次
の
如
き
検
査
願
を
提
出
し
て
い
る
。

炭
坑
御
検
査
願

私
儀
佐
賀
県
肥
前
国
小
城
郡
小
侍
村
字
麻
畑

二
於
テ
石
炭
業
罷
在
候
処
、
今
般

吉
岡
久
泰

・
堤
謙
吉

ヨ
リ
借
区
開
坑
願
出
相
成
候
趣
致
承
知
、
右

ハ
私
借
区
四
千

坪
之
内

ニ
テ
御
座
候
、
就
テ
ハ
是
迄
古
戸
仕
繰
等

二
テ
莫
大

ノ
金
員
ヲ
費
シ
、
漸

ク
目
的
之
更
地
堀
仕
組
罷
在
候
処
、
今
般
右
御
充
許
相
成
候
通
二
テ
ハ
実
以
進
退

切
迫
之
参
掛

二
御
座
候
、
依
之
当
時
御
繁
務
之
御
半
奉
恐
入
儀

二
御
候
得
共
、
今

又
実
地
御
検
査
被
成
下
度
、
別
紙
図
面
相
添
此
段
奉
願
候
也

卜而



明
治
八
年
十

一
月
十
日

第
四
大
区
四
小
区
多
久
町
村

副

嶋

五
郎
助
　

佐
賀
県
令

期

北

島

秀

朝

殿

こ
の
結
末

に
つ
い
て
は
史
料
が
無

い
が
、
明
治
十
三
年
五
月
中
溝
治
平
太
ら
に

譲
渡
す
る
ま
で
副
島
家
が
借
区
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
借
区
権
は
守
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
を
直
接
関
連
す
る
の
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
、
同
じ

こ
ろ
に
次
の
如
き
願
を
出
し
て
い
る
。

石
炭
風
抜
坑
仕
繰

二
付
願

私
儀
黒
杭
山
坑
ヲ
風
抜

二
致
、
麻
畑
山
石
炭
山
仕
与
罷
在
候
処
、
右
風
抜
之
坑

内
大
損
、
風
廻
リ
悪
舗
相
成
甚
難
渋
仕
候

二
付
、
風
廻
リ
弁
利
宜
様
今
又
更
地

掘
仕
与
仕
度
、
依
之
別
紙
図
面
之
場
所
借
区
被
差
許
度
、
此
度
奉
願
候
也

明
治
八
年
十

一
月
十
八
日

佐
賀
県
肥
前
国
小
城
郡
多
久
村

佐
賀
県
令

副

島

五
郎
助

北

島

秀

朝

殿

田

も

っ
と
も
此
の
文
書
は
全
面
的
に
推
敲

さ
れ
て
数
度
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
た

め
煩
雑
に
な
り
判
読
に
も
苦
し
む
の
で
、

一
応
こ
こ
に
は
最
初
の
文
を
掲
げ
た
。

い
ず
れ
も
文
意
は
ほ
と
ん
ど
変
ら
ず
、
む
し
ろ
最
初

の
文
が
最
も
卒
直
な
意
志
が

出
て
い
る
と
思
う
。
但
し
、
訂
正
の
中
に
は

「
別
紙
図
面
之
場
所

二
於
テ
五
千
坪

借
区
開
坑
被
差
免
度
」
と
も
見
え
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
明
治
九
年
五
月
に

は
四
千
坪
が
借
区
開
坑
さ
れ
た
。

「
鉱
山
沿
革
調
」
に
は
、
前
掲
の
麻
畠
石
炭
礦

借
区
四
千
坪
に
引
き
続

い
て
次
の
如
く
録

さ
れ

て
い
る
。

小
城
郡
小
侍
村
字
麻
畠

肥
前
国
小
城
郡
多
久
村

石
炭
礦

借
区
四
千
坪

借
区
人

副

島

五
郎
助

沿
革

明
治
九
年
五
月
開
業

販
路

礦
未
発
見

当
時
仕
操
中

12

右
に
見
え
る
如
く
、
な
お
仕
操
中
で
あ

っ
た
が
、
と
も
か
く
明
治
九
年
五
月
か
ら

麻
畠
山
坑
は
二
筆
あ
わ
せ
て
八
千
坪
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

明
治
八
年
以
降

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
数
葉
の
借
区
坑

業
明
細
表

13
示

残
さ
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
ど
の
程
度
実
態
を
物
語
る
か
不
明
で
、

こ
の
数
字
を
操
作
し
て
何
か
を
語
る
こ
と
は
危
険
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
治
八
、

九
、
十

(
二
通
)
、
十

一
年
の
各
前
半
期
で
あ
る
が
、
か
り
に
④

・
②

・
③

・
④
・

⑤
と
し
て
順
次
掲
出
す
る
に
と
ど
め
る
。
①
の
み
は
明
治
四
年
の
開
業
と
し
て
い

る
が
、
②
は
各
四
千
坪
の
二
筆
を
合
わ
せ
、
開
業
は
日
本
坑
法
発
布
後
免
許
さ
れ

た
明
治
七
年
十
二
月
と
な
し
、
③
は
各
四
千
坪
に
分
け
開
業
年
月
を
明
治
七
年
、

九
年
に
分
け
て
い
る
。
余
白
に

「
明
治
十
年
前
半
ケ
年
之
明
細
表
地
書
、
丑
七
月

三
十

一
日
出

ス
、
此
之
通
差
出
叶
処
、
被
差
返
鉢
二
付
、
認
直

シ
二
紙

二
〆
差
出
、

寅

一
月
十
五
日
」
と
書
か
れ
、④
の
余
白
に
は

「
明
治
十

一
年
寅

一
月
十
五
日
認
直

シ
出
ス
、
最
前

ハ
増
加
願
坪
数
其
外

一
紙

二
〆
差
出
置
い
処
、
二
紙

二
書
分
ケ
差

出
卵
様
被
相
達

什
二
付
、
此
通
差
出
」
と
あ
り
、
は
じ
め
二
筆
分
こ
み
に
計
上
提

出
し
た
が
、
各

一
筆
四
千
坪
ご
と
の
借
区
明
細
表
に
訂
正
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ

た
ら
し
い
。

し
た
が
っ
て
工
数
・入
費

・
坑
区
税
は
明
治
九
年
開
業
、
仕
操
中
の
分
を
除

い
て

訂
正
し
た
数
字
を
右
傍
に
書
い
て
い
る

(
こ
こ
で
は
カ

ッ
コ
内
に
入
れ
た
)
。

此
の
点
は
④
と
照
合
す
れ
ば
⑧
の

(

)
内
の
数
字
は
明
治
七
年
開
業
の
分
、
④

の
数
字
は
明
治
九
年
開
業
の
分

で
両
者
あ
わ
せ
て
③
に
な
る
こ
と
が
分
る
。
越
高

・

残
高
は
た
ん
な
る
訂
正
で
あ
ろ
う
。
⑤
は
明
治
九
年
開
業
、
仕
操
中
の
も

の
で
あ

る
が
、
四
月
～
六
月
に
多
少
掘
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
る
。

以
上
は
麻
畑
山
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
副
島
家
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
石
炭
坑
を

開
発
し
つ
つ
あ

っ
た
。
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①借区坑業明細表②借区坑業明細表⑧借区坑業明細表

、県坑名

佐
賀
縣

石
炭
坑

年号
明
治
八
年

越

高

堀

出

高

費

高

代

贋

残

高

行
業
日
数

工

数

入

費

坑

区

税

坑

物

税

府県坑名号

三
潴
縣

石
炭
坑

越

高

堀

出

高

費

高

代

償

残

高

行
業
日
数

工

数

入

費

坑

区

税

坑

物

税

府県坑名年号

長
崎
縣

石
炭
坑

明
治
十
年

越

高

堀

出

高

費

高

代

贋

残

高

行
業
日
数

工

数

入

費

坑

歴

税

坑

物

税

國郡
借
区
坪
数

肥
前
國
小
城
郡

四
千
坪

村開
業
年
月

小
侍
村

明
治
四
年
末
八
月

字
借
区
人

数

一
月

ヨ
リ
三
月
迄
三
ケ
月
分
精
算

百
四
万
九
千
三
百
八
十

一
斤

八
十
七
万
七
千
七
十
五
斤

五
十
二
万
四
千
三
百
三
十
二
斤

三
百
九
十
三
圓
二
十
四
銭
九
厘

百
四
十

一
万
二
千
百
二
十
四
斤

六
十
八
日

八
百
六
十
五
工
八
合

六
百
十
六
圓
八
十
七
銭
九
厘

一
圓

媚

四
月
ヨ
リ
六
月
迄
三
ケ
易

萱

百
四
十

一
万

二
千
百
二
十
四
斤

百
二
十
八
万
二
千
九
百
三
斤

五
十
九
万
九
千
九
百
九
十
斤

四
百
七
十
九
圓
九
十
九
銭
二
厘

二
百
八
万
五
千
三
十
七
斤

七
十

一
日

九
百
十

二
工
八
合
二
抄

八
百
三
十
三
圓
三
十
八
銭
七
厘

一
圓

國郡
借
区
坪
数

肥
前
國
小
城
郡

八
千
坪

村開
業
年
月

高
木
川
内
村

明
治
七
年
十

一
月

字借
区
人

月数

一
月

ヨ
リ
三
月
迄
三
ケ
月
精
算

百
五
十
八
万
四
百
九
十
九
斤

五
拾
万
二
百
斤

三
十
六
万
九
千
五
百
四
十
斤

二
百
四
十
七
圓
五
十
九
銭

一
厘

百
七
十
壱
万
千
百
五
十
九
斤

六
十
六
日

七
百
壱
工

二
百
十
円
九
銭

壱
圓

媚

四
月
ヨ
リ
六
月
迄
三
ケ
易

萱

百
七
十
壱
万
千
百
五
十
九
斤

八
万

二
千
六
百
八
斤

三
十
壱
万
八
千
百
六
十
斤

二
百
六
円
八
十
銭
四
厘

百
四
十
七
万
五
千
六
百
七
斤

六
十
五
日

四
百
三
十
壱
工
五
合

百
五
十
壱
圓
九
十
五
銭

一
円
六
十
六
銭
七
厘

國郡
借
区
坪
数

肥
前
国
小
城
郡

四
千
坪

四
千
坪

村
開
業
年
月

高
木
川
内
村

明
治
七
年
十

一
月

明
治
九
年
五
月

字借
区
人

麻
畑
山

佐
賀
縣
管
下
小
城
郡
多
久
町
村

士

副

島

五
郎
助

合

計

二
百
十
五
万
九
千
九
百
七
十
八
斤

百
十

二
万
四
千
三
百
二
十

二
斤

八
百
七
十
三
圓
二
十
四
銭

一
厘

百
三
十
九
日

千
七
百
七
十
八
工
六
合

二
抄

千
四
百
五
十
圓
二
十
六
銭

六
厘

二
圓

麻
畠
山

三
潴
縣
管
下
小
城
郡
多
久
町
村

士

副

島

五
郎
助

合

計

五
十
八
万
二
千
八
百
八
斤

六
十
八
万
七
千
七
百
斤

四
百
五
十
四
円
三
十
九
銭

五
厘

百
三
十

一
日

千
百
三
十
二
工
五
合

三
百
六
十
二
円
四
銭

二
円
六
十
六
銭
七
厘

麻
畠
山

長
崎
縣
肥
前
国
小
城
郡
多
久
村
住

士
族

副

島

五
郎
介

月数

一
月

ヨ
リ
三
月
迄
三
ケ
月
精
算

要
什
携

瑚
孤
璽
什
癖

四
十
六
万
三
千
七
百
四
十
五
斤

三
十
万
六
千
六
百
斤

纒
鑑
蕪
鰻
鯉

六
十
日

諜

鑑

毎

五厘)

二

円

媚

四
月
ヨ
リ
六
月
迄
三
ケ
是

鼻

六

百
四
十
七
万
二
千
三
十
六
斤

二
十
六
万
六
千
四
百
九
十
五
斤

四
十
壱
万
九
千
四
百
斤

二
百
九
十
三
円
五
十
八
銭

百
五
十
壱
万
九
千
百
三
十
壱
斤

五
十

二
日

雛
罐
轟

一配

合

計

八
十
三
万
二
百
四
十
斤

七
十
二
万
六
千
斤

四
百
八
十
五
円
二
十
銭
五
厘

百
十
二
日

拡
猷
栢
梱
計
∬
丘
飴
)

二ま
栢
癖

肇

杁
蕨

謹

厘
)

降

④

長
崎
縣

石
炭
坑

明
治十
年

行
業
日
数

工

数

入

費

坑

区

税

⑤

口縣坑名

借区坑業明細表

年号

(長
崎
)

口
口

県

石
炭
坑

明
治
十
二
年

越堀

出

費代残

高高高贋高

行
業
日
数

工

数

入

費

坑

区

税

坑

物

税

肥
前
國
小
城
郡

四
千
坪

高
木
川
内
村

明
治
九
年
五
月

麻
畑
山

長
崎
縣
肥
前
國
小
城
郡
多
久
村
住

士
族

副

島

五
郎
介

一
月
ヨ
リ
三
月
迄
三
ケ
月
精
算

三
十
日

二
百
壱
工

六
十
七
円

壱
円

媚
四
月
ヨ
リ
六
月
迄
三
ケ
是

鼻

二
十
五
日

百
五
十
工

四
十
円
五
十
銭

壱
円

五
十
五
日

三
百
五
十
壱
工

百
七
円
五
十
銭

二
円

國郡
借
区
坪
数

肥
前
国
小
城
郡

四
千
坪

村開
業
年
月

高
木
川
内
村

明
治
九
年
五
月

字借
区
人

(麻

)

口

畑

山

[
日
目
縣
肥
前
國
小
城
郡
多
久
村
口

口
族

副

島

五
郎
介

月数

一月
ヨ
リ
三
月
迄
三
ケ
月
精
算

五

十

一
日

二
百

八
十

壱

工

七

十

一,一円

壱

円

期

四
月
ヨ
リ
六
旦
危
三
ケ
日
繕

算

九
万
七
千
斤

九
万
七
千
斤

六
十
八
円

五
十
二
日

二
百
五
十
工

七
十
円
五
十
銭

壱
円

*

以
上

の
表

は
原
史
料

の
空

白

の
箇
所

は

そ

の
ま
ま
空
白

と

し
た
。

合

計

百
三
日

五
百
三
軒
壱
工

百
四
十
二
円
五
十
銭

二
円



借
区
開
発
坑
願

私
儀
佐
賀
県
肥
前
国
小
城
郡
小
侍
村
字

ゆ
る
ぎ
し
6
大
久
保

二
お
ひ
て
石
炭
発

見
致

捧
二
付
、
別
紙
図
面
之
場
所

二
お
ひ
て
借
区
開
坑
被
差
免
度
、
此
段
奉
願

候
、
以
上

佐
賀
県
小
城
郡
多
久
町
村
士

明
治
八
年
十

百

十
八
日

副

島

五
暑

触
)
)

佐
賀
県
令

北

島

秀

朝

殿

14

と
あ
り
、
別
紙
図
面
15
に
は
ゆ
る
ぎ
し
山
と
大
久
保
山
の
間
に

「
入
立
十
間
、
横

百
五
十
間
、
此
坪
七
千
五
百
坪
」
と
見
え

て
い
る
。
ま
た

「鉱
山
沿
革
調
」
に
は

小
侍
村
高
木
川
内
に
明
治
八
年
十

一
月
発
見
、
石
炭
礦

借
区
五
千
弐
百
坪
が
借
区

人
副
島
哲
次
の
名
で
見
え
て
お
り
16
}、
同

一
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
明
ら
か

で
は
な
い
。
さ
ら
に
多
久
村
字
山
仁
田
に
は
明
治
十

一
年
六
月
発
業
の
石
炭
礦

区

三
千
二
百
坪
・
借
区
人
副
島
哲
次
と
も
見
え
動

い
ず
れ
も
き
わ
め
て
零
細
な
炭

坑
で
あ
る
が
、
各
地
に
触
手
を
伸
ば
し
て
良
坑
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
此
の
時
期
の
特
徴
と
も
云
え
よ
う
。

註
①

年
月

不
明
で
あ

る
が
次

の
文
書

が
あ
る

(
副
島
家

文
書

M

96
)

出

炭

積

届

小
城

郡
小
侍
村
分
高
木

河
内
村
黒
杭

山
磧

口
出
炭
定

額
壱
ケ
年
分

凡
百
弐
拾
万

斤右

之
通
御
座

砕
、
以
上

副

島

五
郎
介

②

秀
村
他
校

訂

『
明
治
前

期
肥
前
石
炭
礦

業

史
料
集

』
三
〇
頁
。

③

工
部
省

沿
革
報
告

(
『
明
治
前
期
財

政
経
済
史
料

集
成

』
第
十

七
巻
所
収

)

五
四
頁
。

④

全
右
、

五
九
頁
。

⑤

全
右

、
六
〇
頁
。

⑥

副

島
家
文
書

M
59
(
印
は
い
ず
れ
も
書
写
せ
る
も
の
で
あ
る

)
。

当
時

は
同
様
な
借

区
開
坑
願

が
出

さ
れ

た
。

借
区
開
坑
願

私

儀

(貼
紙
卜
、
高
木
川
内
)

明
治
四
年
未

七
月

旧
佐
賀
藩
之

免
許

ヲ
請

、
肥
前
国
小
城

郡

「
小
侍
」
村

之
内

字
仁
田
尾

二
於

テ
石
炭
坑
開
業

仕
居
候
処

、
今
般
坑
法
御
改

正
御
布
達

二
付

テ

ハ
先

以
差
拍

、
更

二
御
許
可

ヲ
請

行
業
仕
筈

二
候
得
共

、
夫
迄
堀
夫
等

数
人
空

敷
罷
在
候

テ

ハ
失
費
不
少

、
難
渋
仕
候

二
付
、
引
続
相

稼
度
候
間

、
此

旨
御
聞

被
置
、
別
紙
図

面
之
場
所
借

区
開
坑
続
業

被
差
許
度

、
此

段
奉
願
候

、
以
上

(
籍
)

佐
賀
郡
田星
緒
肥
前
国
小
城

郡
小
侍
村
農

田
渕

孫

右

工
門

明
治

六
年

十
月

(籍
)

佐
賀
県

貫
籍
肥
前
国

小
城
郡
小
侍
村

農

山

口

番
右

エ
門

村

長
北

島

助
太
夫

副
長
永

田
十
郎
助

、
戸
長
小
代

清

は
白
紙

貼
付

し
て
抹

消

(
副
島
家

文
書

M

60
)

の

こ
の
こ
ろ
副
島
家

よ
り

こ
れ
ま

で
無
上
納

米

の
柴
山

に

つ
い
て
上

納
を
願

い

出

て
い
る
の
は
、
直
接
理
由

を
書

い
て
は

い
な

い
が

、
こ

の
開
坑
願

と
関
係

が

あ
る

の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。

口

達

私
儀
未
秋
黒
杭

山
よ
り
麻

畑
迄
之
坪

、
石
炭
有
之

瞥
場

所

二
而
掘
方

相
調
産
奉

願

捧
処

、
願
之

通
被
差

免
難
有
奉
存

い
、
然
処
椎
葉
山

之
坪

、
柴
山
弐
反

五
畝

有
之

、
地
米

六
舛

弐
合

五
勺
是
迄

無
上

納
米

二
而

罷
在
ψ

二
付

、
右
米

丈
当
暮

6
相
納
度

奉
願

脈
、
此

段
御
達
申
上

い
条
、
御
筋

～
宜
敷
被
仰

啓
可
被
下
義

御

頼
申
上

弥
、
以
上

酉

七
月
廿

七
日

副

島

五

郎
介

本

房

強

介

殿

(
副
島
家

文
書

M

95
)

レイ



副
島
家

文
書

M
68

前
掲

『
明
治
前
期
肥

前
石
炭
礦

業

史
料
集

』
三
〇
頁

。

副
島
家

文
書

M
54

全
右

、
M

獅

『
明
治
前
期
肥
前

石
炭
礦

業
史

料
集

』
三
〇
頁

。

副
島

家
文
書
、

M

67

・
M
69

・
M

70

全

右

M
m

全

右

M
m

『
明
治
前
期
肥

前
石
炭
礦

業

史
料
集

』
三
九
頁
。

全

右
、
四

九
頁

。

四

明
治
前
期
多
久
地
方
に
発
生
し
た
零
細
小
炭
坑
は
採
掘
し
た
石
炭
を
駄
載
と
大

八
車
で
多
久
川
の
山
崎
土
場
ま
で
下
し
、
そ
こ
か
ら
川
船
に
積
ん
で
古
賀
津

・
迦

シ
ま
で
下
し
、
こ
こ
で
上
荷
船
に
積
み
か
え
て
多
久
川
↓
牛
津
川
↓
六
角
川
と
下

り
、
各
地
に
運
ん
だ
と
い
う
。
六
角
川
口
の
住
之
江
が
発
展
し
た
の
も
そ
の
た
め

で
あ

っ
た

(後
に
は
こ
こ
で
本
船
に
積
み
か
え
た
と
い
う
)
。
も

っ
と
も
山
崎
土

場
で
は
な
く
、
直
接
古
賀
津

・
迦
シ
ま
で
車
下
し
の
炭
坑
も
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

年

月
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
黒
杭
山
を
含
む
諸
炭
坑
で
土
場
、
上
荷
船
、

川
船
、
大
八
車
、
車
欠
、
船
欠
等
に
関
す
る
申
合
せ
を
し
て
い
る
の
で
次
に
引
用

す
る
。下
土
場
着
船
之
節
、
直

二
通
帳
差
出

峰
上
、
検
印
引
合
受
取
砕
事

自
然
土
場
違
受
取

砕
向

ハ
土
場
積
相
除
砕
事

上
荷
船
斤
数
積
高
相
検
峰
事

(重
重呆
粛
)

附
リ
、
欠
相
立

峰
上

■
ハ
船
頭
6
百
斤

二
付
、
銀
拾
三
匁
ツ

・
相
償
俸
事

霧
)

川
船
其
掛
り
山

≧
之
名
印
相
居
い
事

大
八
車
六
百
斤
以
下
之
事

但
シ
五
部
入

二
〆

附
リ
毎
日

一
度
ツ

・
相
検
申

げ
斤
数
平
均

山
々
6
土
場
表
壱
人
ツ

・
差
出
請
渡
相
調
捧
事

大
八
車
妄

二
中
出
し
致
休
義

一
切
無
用
、
自
然
致
し
砕
半
而
不
相
叶
節

ハ
、

(僅
)

山
元

へ
其
段
申
達
、
其
末
持

二
て
も
無
残
様
土
場
表
持
運
い
義
勿
論

二
捧
事

車
欠

ハ
百
斤

二
付
銀
五
匁

船
欠

ハ
百
斤

二
付
同
七
匁

其
人

～
6
相
償
沐
事

(マ
マ)

村
方
角
力
、
狂
言
、
山
請
元
ハ
勿
論
棟
梁
、
掘
子
、
且
又
車
小
頭
、
権
小

二
至

ま
て
花

一
切
無
用

二
捧
事

(
マ
マ
)

自
然
味
吟
之
上
、
相
違
誌
者

ハ
石
炭
壱
万
斤
科
代
之
事

角
力
、
狂
言
間
、
春
秋
何
日
玖
山

ミ
惣
務
と
〆
興
行
致
し
、
掘
子
井

二
車
方
、

船
方
令
見
物
脇
事

四
下
山

鶉

山

岩

川

黒

杭

仁

田
尾(巣
)

蜂

の
衆

界

獲

北
久
保

柚
木
原

四
下
平

D

土
場
で
の
検
印
、
土
場
違

へ
の
制
載
を
定
め
、
こ
と
に
積
載
斤
量

の
不
正
行
為
が

多
か

っ
た
ら
し
く
、
そ
の
罰
則
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
村
方
の
角
力
、
狂
言
に
対

す
る
花

(祝
儀
)
を
禁
じ
、
角
力
、
狂
言
は
春
秋
に
何
日
か
山
々
全
体
と
し
て
興

行
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

トイ



と
こ
ろ
で
副
島
家

の
麻
畑
山
炭
坑
は
古
賀
津

・
迦
シ
土
場
ま
で
直
接
に
車
下
シ

し
て
貯
炭
し
、
上
荷
船
に
積
載
し
た
と
思
わ
れ
る
。

「
鉱
山
沿
革
調
」
で
は
麻
畑

・

高
木
川
内
の
項
に

「
坑
ロ
ヨ
リ
迦
シ
土
場
迄
下
シ
賃
銭
百
斤

二
付

八
銭

五
厘

、

土
場

ヨ
リ
本
船
迄
百
斤

二
付
金
弐
銭

2
」
と
見
え
、
絵
図
面
に
は
麻
畑
、
高
木
川
内

の
あ
た
り
に
車
道
が
引
か
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る

3
。
ま
た
麻
畠
は

「
明
治
七
年

発
見
ノ
際
ヨ
リ
小
城
郡
別
府
村
問
屋

二
依
頼
シ
、
同
所

二
於
テ
販
売

4
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
別
府
村
古
賀
津

の
問
屋
と
思

わ
れ
る
。
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
明

治
前
期
と
思
わ
れ
る
次
の
書
簡
は
古
賀
津

に
お
い
て
洪
水
に
冠
水
し
た
石
炭

の
積

み
出
し
を
述
べ
て
お
り
、
冬
野
・綾
両
人
は
前
引
史
料
に
見
え
る
如
く
山
か
ら
土
場

表

へ
差
し
出
し
請
渡
を
検
査
す
る
者
で
あ
ろ
う
か
。
或
は
問
屋
側
の
者
で
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。
副
島
哲
吾
は
当
主
五
郎
助

(書
簡
で
は
五
郎
と
書
か
れ
て
い
る
こ

と
が
多

い
)
の
子
で
販
売
面

で
活
躍
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

(包
紙
)

従
古
賀
村

「板
屋
町

二
而

綾

又
十
郎

副

嶋

哲

吾

様

冬
野
善
右
衛
門
」

至
急
〆

前
文
略
御
高
免
被
下
度
、
然
{
貴
兄
ノ
麻
畑
山
石
炭
定
約
ロ
ニ
今
日
6
積
方

い
た

(
殺
ヵ
)

し
砕
処
、
頃
日
之
洪
水

二
而
泥
冠
リ

ニ
付

、
甚
タ
荷
約

二
難
渋
仕
圷
間
、
仲
仕
も

泥
中
6
拾
出

シ
右
積
方
仕

亦
処
、
屠
付
被
申
外
、
就
而

ハ
明
日
は
謝
と
御
出
被
下

御
在
合
可
然
、
い
つ
れ
乍
推
参
何
人
か
麦
元

へ
日
役
手
当

二
而
少
々
成
共
泥
お
と

(叶
力
)

し
咋
半
而
雀
何
分
相
不
材
と
奉
存

外
間
、
宜
敷
御
勘
考
被
成
下
度
、
此
段
為
御
懸

合
、
早
卒
如
斯

二
御
座

叶
、
以
上

冬
野

善
右
衛
門

第
六
月
十
六
日

綾

又
十
郎

副

島

哲

吾

様

(相
ε

二
白
申
上
峰
、
本
文
之
通
愛
元

二
而
日
役
人
御
雇
度

叶
間
、
貴
君
様
御
見
聞

二
至

急
御
出
浮
可
然
奉
希
上

涛
、
以
上

紛

と
こ
ろ
で
副
島
家
で
は
石
炭
の
売
却
を
古
賀
津
の
問
屋
に
委
せ
て
し
も
う
の
で

な
く
、
副
島
哲
吾
が
長
崎
に
行
き
、
同
地
で
問
屋
と
接
衝
し
て
売
却
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
長
崎
と
の
往
復
書
簡
が
数
通
に
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
幾
分
か
を
推
察
で
き
る
と
思
う
。
も

っ
と
も
書
簡
に
は
月

日
の
日
付
は
あ

っ
て
も
、
年
代
が
不
明
の
た
め
紹
介
の
順
序
が
前
後
し
て
い
る
か

も
知
れ
な

い
。
ま
た
周
辺
の
事
情
に
不
明
な
こ
と
が
多
い
が
、
後
日
の
た
め
に
覚

書
と
し
て
記
録
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

①
は
哲
吾
が
長
崎
よ
り
五
郎
助
へ
宛
て
た
も
の
で
、
石
炭
買
積
船
が
少
な
く
売
船

多
く

一
向
売
払
が
出
来
ず
困

っ
て
い
る
旨
を
報
じ
、
豊
島
屋

・
中
屋
に
石
炭
を
売

渡
し
、
ま
た
末
村
屋
と
の
黒
杭
山
石
炭
六
〇
万
斤
約
定
の
掛
金
を
得
た
こ
と
な
ど

を
知
ら
せ
て
い
る
が
、
後
に
引
用
す
る
書
簡
が
徳
永
徳
太
郎
と
き
わ
め
て
密
接
な

取
引
関
係
を
推
察
さ
せ
る
の
に
対
し
て
、
幾
口
も
の
石
炭
問
屋

(仲
買
)
に
売
渡

し
て
お
り
、
ま
た
前
述

の
如
く
黒
杭
山
の
採
掘
が
麻
畠
山
よ
り
早

い
の
で
、
恐
ら

く
副
島
家
と
し
て
も
初
期
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
樫
木
場
山
石
炭
に
つ
い
て
末
村
屋
と
の
定
約
を
結
ぶ
所
存
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
点
は
当
時
副
島
家
が
樫
木
場
山
と
如
何
な
る
関
係
に
あ

っ
た
か
不
明
な

の
で
何
と
も
云
え
な
い
が
、
或
は
樫
木
場
山
も
経
営
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

文
中
に
あ
る
木
下
平
兵
衛
は
別
府
村
の
大
庄
屋
で
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
。
ま
た

富
五
郎
は
哲
吾

の
弟

に
な
る
。

①

(追
而
書
)
「尚
以
御
当
地
風
舌
中
屋
へ
掛
リ
合
イ
共

二
而

ハ
出
来
間
数
哉
と
申
事
、

富
五
郎

〆
承
り
妬
得
共
、
全
於
私
《
左
様
之
事
無
御
座
と
相
考
申
休
条
、

御
安
心
可
被
下

い
」

初
冬
之
瑚
御
座

叶
処
、
御
家
内
様
御
多
福
可
被
成
御
起
居
珍
重
奉
拝
賀
峰
、
次

二
下
拙
無
事
罷
在
外
条
、
左
様
御
安
意
可
被
下
候
、
然
者
近
比
当
地
石
炭
買
積

翫㌶



船
手
少
く
売
船
多

二
而
、

一
向
売
払
出
来

不
申
、
甚
困
入
申

叶
、
尤
先
送
り
豊

島
屋
届
之
内
6
漸
く
五
万
斤
丈
売
渡
、
中

屋
届
之
内
6
拾
三
万
斤
売
払
、
昨
日

6
積
方
仕

俳
得
共
、
未
積
仕
舞
出
来
兼

砕
得
{
金
調
之
義
不
任
所
存
、
甚
当
惑

仕
罷
在
い
、
併
明
日
、
明
後
日
迄

ハ
金
四
百
両
位

ハ
堅
く
手

二
入
申
咋
筈

二
付
、

直
様
富
五
郎

界
持
参
為
仕
度
存

二
付
、
為
致
滞
留
置
叶
、
且
又
末
村
屋
黒
杭
山

石
炭
六
拾
万
斤
御
当
地

二
而
御
約
定
之
掛
金
古
賀
宿
五
郎
介
持
帰
リ
居

亦
二
付
、

栄
治
と
御
申
談
御
請
取
可
被
下
協
、
掬
又
御
当
地
是
非
御
急
用
金
も
御
座
眺
半

{

、
木
下
平
兵
衛
頃
日

ハ
弐
、
三
百
両
之

余
金
有
之
共

二
而
有
之
間
敷
哉
と
相

考
申
匪
条
、
此
人

江
御
相
談
相
成
可
然
奉
存
琉
、
此
段
草
々
如
斯
御
座
外
、
以

上

長
崎
萬
屋
町
泉
屋
内

元
十

二
月
十
日

副

島

哲

吾

副

島

五
郎

様

(◎

二
白
、
都
合
次
第
ニ
ハ
樫
木
場
山
石
炭
末
村
屋
口
江
定
約
可
致
所
存
■
御
座

叶
二

付
、
今
日
右
宅

へ
罷
出
相
談
い
た
し
見
、
約
定
出
来
峰
約
£
、
御
当
地
約
定
之

通
弐
β
入
金
則
受
取
指
送
可
申
所
存

二
御

座
い
、
脇
方

二
ハ
近
此
石
炭
下
落

二

而
定
約
致
兼
叶
、
大
黒
屋
口
杯
ぞ
壱
斤
も
売
渡
出
来
不
申
、
今
日
6
岡
揚
い
た

し
添

⑤

次
の
②
も
哲
吾
が
長
崎
よ
り
差
し
出
し
た
書
簡
で
、
石
炭
の
炭
価
が
下
落
し
て

困

っ
て
い
る
旨
を
報
じ
、
長
逗
留
に
な

っ
て
い
る
が

「
甲
惣
取
引
」
が
済
ま
な
い
た

め
帰
れ
ず
当
惑
し
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
相
捌
き
帰
る
こ
と
、
ま
た
手
本
炭
を

出
し
て
い
る
の
で
直
取
引
が
出
来
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

と
く
に
手
本
炭
二
万
斤
を
志
久
津
よ
り
積
廻
し
の
旨
を
聞

い
た
が
、
そ
れ
は
西
浜

町
徳
永
徳
太
郎
届

の
送
状
に
な

っ
て
い
る
か
を
確
か
め
て
い
る
。
こ
れ
は
後
に
紹

介
す
る
書
簡
で
も
徳
永
徳
太
郎
と
の
密
接
な
関
係
を
考
え
れ
ば
重
要
で
あ
ろ
う
。

六
角
川
の
志
久
津

の
方
か
ら
手
本
炭
を
送

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
背
景
に
如
何

な
る
事
実
が
あ
る
の
か
、
副
島
家
が
杵
島
郡

の
方
で
も
石
炭
の
販
売
か
採
掘
に
多

少
と
も
か
か
わ

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
不
明
で
あ
る
。

鋤

(追
而
書
)

(

「
但
シ
明
冬
四
下
平
山
石
炭
積
船
私
名
前

二
而
鑑
札
願

[
日
日

一

住
栄
丸
和
平
船
御
当
地
相
廻
筈

二
付
、
右

[
口
仕
砕
得

ハ
、
船

之
焼
印

有
之

砕
を
御
受
取
置
被
下
、
住
吉
丸
幾
四
郎
船
着
之
上
、
此
船

へ
右
焼
印

御
渡
可
被
下
亦

一

大
黒
屋
安
左
衛
門
当
三
月
五
日
当
地
江
金
子
入
用
之
由

二
而
金
受
取

江

当
月
五
日
当
地
被
罷
出
、
同
宿
罷
在
捧
事

一

川
副
弥
介
義
、
昨
六
日
当
地
被
罷
出
、
木
勝
宅

へ
泊
宿
被
罷
在
峰
、
右

人
6
承
巳
得

ハ
手
本
炭
二
万
積
壱
艘
志
久
津
6
御
積
廻

二
相
成
由

二
而
叶

得
尤
西
濱
町
徳
永
徳
太
郎
届
と
〆
送
状
御
認
メ
被
下
砕
也
、
御
尋
申
上

叶
、

(樺
力
)

自
然
脇
方
届

二
も

二
而

瞭
得

ハ
糀
島
ま
て
出
浮
、
送
状
認
直
し
度
奉
存

"

二
付
、
為
念
御
伺
申
上

w
」

任

幸

便

一
筆
奉
拝

呈
候
、
然
者
春
和
相
催

叶
処
、
御
家
内
様
懇
可
被
成
御

起
居
珍
重
奉
賀
咋
、
次

二
下
拙
も
無
事
罷
在
藤
条
、
乍
恐
左
様
御
安
意
可
被
下@

咋
、
掬
余
リ
滞
留

二
付
、

一
先
帰
宅
仕
度
奉
存

捧
へ
共
、
中
惣
取
引
ユ
今
相
刷

不
申
藤
ヘ
ハ
、
何
分
共
其
義
不
任
力
、
甚
当
惑
罷
在
応
二
付
、
何

レ
右
相
捌
帰

(至
)

宅
可
仕
所
存

二
御
座
候
、
且
又
頃
日
石
炭
之
義
到
而
下
落

二
相
成
い
得

ハ
売
買

ホ

一
向
無
御
座
、
甚
人
モ
困
入
由

二
捧
、
併
シ
私
石
炭

て
今
日
手
本
差
出
置

吟

得

ハ
、
明
日

ハ
定
而
直
与
出
来

外
と
相
考
申
呼
、
勿
論
少
々
下
直

二
御
座

砺
と

も
売
払
所
存

二
御
座

砕
、
此
段
早
々
不
備

三
月
七
日

副

島

哲

吾

の

(
郎
力
)

副
島

五
[
]

様

↑↓



石
炭
問
屋
徳
永
と
の
関
係
の
深
さ
は
次
の
書
簡
③
に
な
る
と
更
に
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
差
出
人
の
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
明
ら
か
に
哲
吾
で
あ
る
。
徳
永
と
定

約
を
結
ぶ
た
め
に
手
本
炭
を
急
ぎ
積
み
廻
す
こ
と
を
依
頼
し
た
が
、
そ
れ
が
如
何

に
取
り
は
か
ら
わ
れ
た
か
を
尋
ね
、
約
定

は
確
実
で
案
ず
る
こ
と
は
な
い
旨
を
述

べ
て
い
る
。
長
崎
に
出

て
き
た
は
じ
め
は
取
引
上

の
失
敗
も
あ

っ
た
が
、
今
は
入

念
に
取
き
め
て
い
る
こ
と
、
上
石
炭
を
送

っ
て
く
れ
れ
ば
直
段
を
取
り
き
め
、
月

々
の
定
約
を
結
べ
ば
利
益
に
な
る
と
云

っ
て
い
る
。
長
崎

・
多
久
間
に
は
石
炭
積

船
が
往
復
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
船
と
の
契
約
で
石
炭
を
運
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

住
吉
丸
の
名
が
見
え
、
な
る
だ
け
「
自
分
炭

」
を
積
登
す
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。

ま
た
、こ
の
船
に
は
運
賃

の
貸
越
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
石
炭
積

の
船
が
運
航
し
て
い
た
こ
と
は
八
坂
丸
の
名
が
見
え
、
な
お
他
に
も
あ

っ
た
筈
で

あ
る
。
手
本
炭
到
着

の
上
、
徳
永
と
同
道

で
蒸
気
船
役
所

へ
取
引
に
行
き
直
段
を

定
め
約
定
を
結
ぶ
旨
述
べ
て
お
り
、
石
炭
販
売
が
問
屋
の
関
与

・
指
示

の
も
と
に

あ

っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

③

副

島

様

一

徳
永
定
約
石
炭
手
本
急
々
御
積
廻
し
ヒ
下
様
御
相
談
申
上
置
処
、
如
何
御

取
計

ヒ
下

峰
哉
、
否
、
御
知
ら
せ
可

ヒ
下
候
、
此
節
約
定
之
義

ハ
少
も
御
案

事
被
下
間
敷
、
私

二
お
ひ
て
も
当
地
初
而
罷
出
惣
吉
杯

二
引
懸
候
末

二
而
峰

先
達
而
僕
二
も
申
含
置
峰
且
又

ヘ
ハ
、
猶
々
念
入
取
究
捧
、
委
細

ハ
冨
五
郎

・
勝
太
杯
も
右
宅

へ
被
罷
出
峰

得

ハ
よ
く
く

存
被
居
距詞砥
之
血
う

一

右
定
約
舩
上
下
日
割

○
先
以

一
艘
丈
ケ
相
定
峰
に
付
、
為
御
安
心
差
送
峰

事先
達
而
武
藤
帰
宅
之
瑚
、
圓
札

二
而
金
子
弐
百
圓
差
送
申
捧
条
、
定
而
御

落
手
可
被
下
と
奉
推
察
砕

一

市
丸
勝
太
杯
松
板
商
法
存
立

二
相
立

二
相
成
由

二
臨
ヘ
ハ
最
早
取
懸

二
相

成
居
峰
哉
、
左

俸
得

ハ
急
々
積
廻

二
相
成
可
然
奉
存

峰
、
只
今
右
品
百
坪

二

付
代
金
凡
七
十
両
位

二
御
座
外
由
、
泰
庄
郷
唐
人
皆
さ
ん
{
い
6
罷
出
被
申

外

事住
吉
丸
幾
四
郎
船
拾
六
万
斤
積
追
々
御
当
地
相
廻
誌
二
付
、
着
船
之
上
金

子
廿
両
御
渡
可
被
下
候
、
此
金
無
篠
訳
合
有
之
、
別
船
6
借
用
い
た
し
相
渡

得
荻

置
吟

二
付
、
返
済
不
致

峰
半
而
不
相
叶

二
付
、
右
廿
金
丈
前
を
以
御
目
見
置

可
被
下
外
、
荷
物
之
義

ハ
成
丈
自
分
炭
御
積

セ
可
被
下
外
、
此
船
運
賃
金
少

々
か
し
越
御
座
捧

一

別
府
両
家
、
八
龍
両
家

へ
土
産
之
義
、
先
達
而
菓
子
ビ
ン
入

二
〆
四
本
差

送
置
申
砺
得

ハ
、
右
品

二
而
宜
敷
御
座

誌
哉
、
余
リ
軽
少
と
も

二
御
座
亦
半

ハ
何
品
欽
跡
6
差
送
申

峰
二
付
、
否
御
知
ら
せ
可
被
下
俸

一

徳
永
定
約
蒸
気
飛
脚
船
別
紙
日
割
之
通
当
月
十
二
日
当
港

へ
着
船
仕
筈
W

得

ハ
、
廻
合
之
積
船
無
之
、
甚
不
都
合

二
御
座
皆
間
、
何
レ
ニ
教
御
仕
法
被

成
下
、
上
石
炭
御
指
送
被
下
砕
半

ハ
、
直
段
彼
是
急
度
取
定
メ
月
々
定
約

い

た
し
外
得

ハ
、
後
々
之
商
法
利
益

二
相
成

吟
と
相
考
申
応
、
某
急
度
帰
宅
仕

御
拝
願
御
申
談
申
上
度
存
外
得
共
、
中
惣
引
合
御
座
匪
得

ハ
何
分
不
任
力
、

甚
残
念

二
奉
存
上

峰
、
御
推
察
可
被
下
恥

一

茶
商
法
諸
方

へ
相
尋

睦
得

ハ
弁
利
宜
敷
様
申
聞
捧
二
付
、
直
段
之
義
相
尋

申
上
度
捧
得
共
、
右
品
余
之
品
と

ハ
致
相
違
、
其
品

二
応
し
高
下
有
之
よ
し

二
砕
、
何
分
難
申
上
捧
、
製
法

ハ
嬉
野
製

二
限
ル
と
申
事

二
叶

一

徳
永
定
約
筋

へ
八
坂
丸
売
込
炭
代
金
三
十
両
先
達
而
書
状
を
以
申
上

卵
処
、

其
跡

二
而
段

≧
相
尋
峰
得

ハ
実

ハ
廿
五
両
ト
被
申
外

二
付
、
如
何
訳

二
而
三

十
両
ト
申
捧
哉
と
取
合
砕
得

ハ
、
急
度
た
わ
む
れ

二
而
御
座
由
被
申
涛

二
付
、

今
以
右
之
御
鈎
合
可
申
上
砕
、

一
躰
右
様
之
略
略
敷
事
申
上
W
而

ハ
、
只
様

御
案
事
も
被
思
召
外
と
奉
推
察

捧
得
共
、
手
本
炭
ホ
相
廻
リ
琳
上

二
而
右
之

直
段
間
違
ホ
御
座

外
而

ハ
甚
御
申
訳
無
御
座
外
二
付
、
前
以
御
し
ら
せ
申
上

置
捧
、
尤
私
炭
直
段
之
義

ハ
手
本
炭
相
廻
り
亦
上
、
徳
永
同
道

二
而
蒸
気
船

卜↓



役
所

へ
罷
出
、
直
段
相
定
可
申
約
定

二
御
座
玲
事
8

④
は
徳
永
徳
太
郎
よ
り
副
島
哲
吾

へ
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
。

「
佐
賀
県
騒
動
」
の

文
書
が
あ
る
の
で
明
治
七
年
佐
賀
の
乱
直
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

④

任
幸
便

一
筆
啓
上

仕
候
、
春
暖
之
劒

二
御
座
咋
処
、
其
御
地
御

一
統
様
益

御
壮
健
被
遊
御
座
珍
重
奉
賀
候
、
次

二
当
方
無
意
罷
在
咋
間
、
乍
禅
思
召
可
被

下
叫
、
然
参
先
年
御
越
之
後
、
誠

二
申
訳
も
無
之
御
不
音
仕
、
平

二
御
用
捨
可

被
下
咋

一

先
達
而
佐
賀
県
騒
動
之
節
、
嚥
々
御
心
支
と
奉
察
候
、
長
崎

二
而
も
大
騒

キ

ニ
而
大
困
仕
候

一

当
所
ノ
石
炭
之
義
零
昨
冬
ず
大
不
人
気
御
座
疏
得
共
、
昨
今

二
而
《
追

、

人
気
よ
ろ
し
く
、弐
拾
五
、
六
円
之
売
込

二
而
御
座
玲
間
、
御
定
約
余

二
出
方

多
分

二
も
御
座

埣
ハ
・
御
送
り
可
被
下
吟
、
且
亦
何
品

二
よ
ら
す
御
用
之
品

御
座
珠
ハ
》
御
申
越
可
被
下
吟
、
先

ハ
此
段
御
見
舞
勇
申
上
度
如
斯
御
座

匹
、

早
々
頓
首

四
月
八
日
出

徳

永

徳
太
郎

ー9

副

島

哲

吾

様

石
炭
が
明
治
六
年
冬
か
ら
は
需
要
が
な
か

っ
た
が
、
最
近
は
需
要
も
高
ま

っ
て
い

る
の
で
定
約
外
に
も
送

っ
て
く
れ
る
よ
う

に
頼
ん
で
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
な
お
数
通
の
書
簡
が
あ

る
が
、
次
号
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

(
四
九
頁
)
。

副
島
家

文
書

M
描

全
同

M
m

全
同

M
齪

全

同

M
39

全
同

M

451

卜↓

註

副
島
家

文
書

M
73

『
明
治

前
期
肥
前
石
炭
礦

業

史
料
集

』
三
〇

二
二
九
頁

。

副
島
家

文
書

M
16

△
⊥
右
、

三
〇
頁
。
な

お
高

木
川
内

に

つ
い
て
は

「
明
治

八
年
発
見

ノ
際

ヨ
リ

小
城

郡
納
所
村

問
屋

へ
依
頼

シ
同
所

二
於

テ
販
売

」

と
あ
り

(
三
九
頁

)
山
仁

田
に

つ
い
て
は

「
明
治
十

一
年
発
業

後
出
炭

当
県
長
崎

へ
販
売

仕
候
」

と
あ
る


